
釧路市立博物館紀要 第22輯1998

釧路の鉄道遺跡(1)

戸 田 恭 司*

OntheFacilitiesandtheTracePlaceabouttheRailwayinKushiro,Hokkaido(1)

KyojiTODA申

1.は じ め に

昭和30年 代後半、モー タリゼー ションの波が押 し寄せ、

40年 代半ば頃か らは、公共交通機関と しての地位が相対

的に低下 していった鉄道ではあるが、地域の産業や住民

の生活 を支えた という意味で今 も非常 に大 きな役割を果

たしてい る。

現在 、釧路市 内を運行 してい る鉄道 はJR(根 室本

線 ・釧網線)と 太平洋石炭販売輸送の2線 であ る。かつ

表一1雄 別炭磧鉄道の変遷

て運行 されていた鉄道 としては、雄別炭磧鉄道 ・鶴居村

営軌道 ・簡易軌道仁 々志別線 ・釧路 臨港鉄道がある。な

お、釧路臨港鉄道 は太平洋石炭販売輸送 に吸収合併 され

て現在に至っている。廃止 されてか らすで に30年 を経過

している鉄道 もあ り、当時 を知る手だてが年 々少 なくな

って きている。本稿 はこれ ら鉄道の概要 とあわせ、残 さ

れている施設等 の現状 を報告する ものである。今回は雄

別炭磧鉄道を取 り上 げる。

2.雄 別炭磯鉄道の概略
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北海炭碩鉄道㈱設立

鉄道敷設許可

列車運行開始

旅客営業開始

三菱鉱業㈱が同社を買収、雄別炭磧鉄道㈱を

設立

湯波内駅開設

鳥取岐線開業

穏禰平駅開設

釧路川信号所開設

釧路川信号所廃止

鳥取支線開業

鳥取信号所開設

釧路埠頭倉庫㈱所有の鉄道を譲り受け、埠頭

線として運行開始

平戸前・穏禰平 ・湯波内の各駅を北斗 ・山花
・桜田にそれぞれ改称

気動車運行開始

鉄道部門を分離、雄別鉄道㈱を設立

中園駅開設

副港線開業
一般乗合自動車運送業を開始

水面貯木線開業

鶴野線開業(鶴 野駅開設)

これに伴い、鳥取側線廃止

鳥取信号所が雄鉄昭和駅に改称

北園駅開設

雄別炭磧㈱と合併、雄別炭磧鉄道㈱鉄道事業

部となる
同社倒産

埠頭線の釧路開発埠頭㈱への譲渡が許可

鉄道の運行終了

北海道 には大小数多 くの炭砿 がつ くられ、

石 炭運搬 を 目的 とした鉄 道が敷 設 され て き

た。雄別炭磧鉄道 もこの一つ であ り、地域の

人々に 「雄別鉄道」「雄鉄」「雄鉄線」 と呼ば

れ親 しまれてきた。(以 下、雄別鉄道 と記す)

この鉄道 は、北海道東部において太平洋炭砿

に次 ぐ出炭量 を誇った阿寒町の雄別炭砿 と釧

路市 とを44.092キ ロで結んだ。表1に 雄別鉄

道の釧路市 内関係分 をまとめた。

さて、 阿寒町の石炭は明治20年 代 に調査が

行われて、そ の概要 が知 られる ことになる。

明治29(1896)年 山県勇三郎 が オシ ョナ イ

(大祥 内)で 採掘 した と伝 え られ、その後休

止状態 となった。(『北海道殖民状況報文』 に

よる と、採掘 に未着手 とある)大 正8(1919)

年12月 、芝義太郎 らが買収 した15鉱 区をもっ

て北海炭磧鉄道㈱ を設立 し、本格 的な採炭へ

向けて着手 した。

北海炭磧鉄道㈱ は炭砿の開発 と平行 して石

炭 を輸 送 す る鉄 道 の敷 設 を計 画、 大 正10

(1921)年3月 に敷設 の許可を受け、建設工

事が開始された。翌年末には全線 開通 し、 同

12(1923)年1月 に石炭輸送が始まった。2

月には旅客営業 も開始 され、貨物 と旅客 の混

合列車が1日2往 復 した。所要時間は約2時

間で、後にディーゼルカーの運行によ り半分

に短縮 された。また、主力坑の大祥内坑 から

石炭 を搬出す るために炭 山駅 か ら2.7キ ロの

大祥内専用線が敷設 され、坑口が 一本化す る

昭和13(1938)年 まで運行 された。

*釧 路 市立博物館(KushiroCiIyMuseum,Kuhsiro,HokkaidoO85-0822)
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大正13(1924)年3月 、三菱鉱業㈱ が北海炭磧鉄道㈱

を買収 し、4月 に雄別炭艦鉄道㈱ を設立、鉄道 は同社の

経営 となった。昭和21(1946)年2月 、財 閥解体 により

雄別炭磧鉄道㈱は三菱鉱業㈱の傘下か ら離 れ、独立経営

となる。 同26(1951)年7月 、釧路埠頭倉庫㈱か ら新富

士 ～北埠頭問の専用鉄道 を買収 し、埠頭線 として運行 を

開始 した。

昭和34(1959)年9月 、鉄道部門を分離独立 させ る形

で雄別鉄道㈱ を設立、名実 とも雄別鉄道 となった。同35

年埠頭線か ら魚揚場へ 向か う副港線を敷設、 同36年 鳥取

側線 に代 わる石 炭輸送線 として鶴野線の敷設 を申請 し、

同43(1968)年 に開業 した。 また、同39(1964)年 には

バス部 門へ も進出 し、雄鉄バスの運行 を開始 した。

その一方で、昭和30年 代か ら石炭産業 の斜陽化が明確

とな り、40年 代 に入る とさ らに深刻化 、昭和45(1970)

年2月 に雄別鉄 道㈱ は雄別炭礁㈱ と合併 し、再 び雄別炭

磧鉄道㈱の鉄道事業部へ と変わった。 しか し、同月末に

企業倒 産 し、雄別 ・.一ヒ茶路(白 糠 町)・ 尺別(音 別町)

の3坑 は閉lliとなった。50年 あ まり石炭や地域の人々を

運んだ雄別鉄道は、4月15日 を もって幕 を閉 じたのであ

る。

3.各 線の概要と廃止後の跡地利用

雄別炭磧鉄道 の路線 は表2の とお りである。営業線 と

しては釧路～雄別炭 山間の本線、新富十～北埠頭(駅 と

しては雄鉄埠頭)問 の埠頭線、鶴野～新富十 間の鶴野線

があ り、埠頭線 ・鶴野線は貨物線であった。 また、鳥取

側線(鳥 取岐線 ・鳥取支線)は 非営業線であ り、水而貯

木線は国費で敷設、釧路市か ら運転管理 を委託 されて運

行 した ものである。線路跡地については、釧路市域 は釧

路振興公社へ売却、阿寒町域は同町へ譲渡 された。各線

ごとに路線概要 と廃止後の跡地利用 についてみてみる。

①本線

雄別鉄道関係者が埠頭線な どの他線 と区別する意味で

本線 と呼んでいたと思われる。この線の概略は前述 して

きたので省略す る。 さて、線路跡地 をみてみる。数多 く

の側線や機 関庫 ・転市台 などがあった新釧路駅構 内は、

ほとんど住宅地 となっている。駅に隣接 してあった雄鉄

バ ス釧路営業所の跡地は市 関係の施設や住 宅、地 区会館

等が建て られ、…部公園ともなっている。新釧路駅の北

部か ら現入江町 までは国道44号 線の旭バイパ ス、入江町

から釧路川左 岸の東川町まで は道道釧路環状線(市 道雄

鉄線通)と なっている。川 を渡 り、釧路川右岸 の昭和町

2丁 目か らは道道釧路 阿寒 自転車道線で、阿寒 町の中心

部(北 新 町)ま で続 いている。(昭 和53年9月 竣1:、 延

長262キ ロ)

次 に、各駅舎跡 地の現在地は以下の とお りで ある。

*新 釧路駅

*中 園駅

*雄 鉄日召禾lj駅

*北 園駅

新 釧 路 町8・ 番地

愛 国東3丁 目2番

日召禾U田丁4.ゴ 目8・番・

口召禾ll南51」`目3番

この うち、北 園駅 は線路の北側に設置 された乗降ホー

ムのみで駅舎はなかった。また、鶴野駅以西については、

現在 自転車道の休憩所 として活用されている。

このほか、釧路駅か ら鶴野駅までには橋梁が3、 踏切

が17設 置 されていた。橋梁の うち、1日運河 に架設 されて

いた第1新 川橋梁 は柳町公園の整備 に伴 い、昭和50年 代

終わ りに撤去 され た。 また、現釧路川 に架設 された新釧

路川橋梁は鉄道廃止後、道道釧路 阿寒 自転車道線 として

利用 されていたが、現鶴見橋の架設工事(昭 和61年 開始)

に伴い、撤去 され た。

(2埠 頭線

北埠頭を建設 していた釧路埠頭㈱ は、雄別 をは じめ道

東各坑か ら出され た石炭 をこの埠頭 に輸送するため、新

富士駅 を起点 とす る専用鉄道 を建設 し、 昭和21(1946)

年に営業を開始 した。同26(1951)年 この鉄道は雄別炭

破鉄道㈱ に譲渡 され、同社は埠頭線 と して雄別か ら北埠

頭 までの一環輸送 を開始 した。

昭和45(1970)年 雄別炭破鉄道㈱ の倒産 とともに鉄道

も廃止される運命であったが、石炭以外の一般貨物の取

扱い も多いことか ら公共性 を考慮:して釧路開発埠頭㈱へ

譲渡す ることで 同線 は存続す るこ ととなった。その後、

西港の整備が進む につれて企業が西港へ移転 し、鉄道の

役割 も低下 したため昭和59(1984)年 に同線は廃止され

表一2各 線一覧

名 称 起 点 終 点 営業キ ロ数 開業年 月日 廃止年月 日 備 考

本線

埠頭線

(副港線)

鶴野線

釧 路

新富士

埠頭線

鶴 野

雄別炭山

北埠頭

魚揚場

新富士

44.092キ ロ

2ユ00

0,690

4,352

1923.1.17

1951.7.1

1960.11.23

1968.1.21

1970.4.15

1970,4ユ5

1970.4.15

釧路開発埠頭へ譲渡

鳥取岐線

鳥取支線

鳥取側線

水面貯木線

鳥取分岐点

鳥取岐線

鳥取分岐点

新釧路

富十製紙釧路工場構内

新富十

新富士

水面貯木場

1,692

1,322

2,622

2580

1926.5

1948.5.28

1956

1966.10

1956

1956

1968,121

1970,4ユ5

/馴 則線一続
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ている。線路 や貯炭場等の跡地は、おお よそ市道や水産

加工会社の倉庫 などとなっている。釧路川橋梁付 近では

枕木が残 され、浜 町では一部 そのまま敷 地 として残 り、

痕跡が認め られる。

(3)鳥取側線

当初は、富士製紙釧路工場(現 「1本製紙)ヘ パルプ用

原木 と右炭を運搬す るために1司社 から請願 されて敷設 し

た本線の構外側線 であった(鳥 取 岐線)。 その後、北埠

頭へ石炭を運搬す るため この線か ら分岐 し、新富士駅 ま

で延長 した(鳥 取支線)。 鳥取信号所 の開設 とともに2

線あわせて鳥取側線 と呼ばれるようになった。

都市計画.ヒ、道路用地 としていたこともあ り、ほ とん

どが市道 または製紙工場用地 となっている。 また、仁 々

志別 川に架設 されていた橋梁 は歩道橋 と して利用 され

た。(昭 和歩道橋。現在の橋 は架 け替 えられたもの)

(4)鶴野線

鳥取側線に代 わ り、石炭輸送の安全化 と能率化 をめざ

して敷設 された。交通景の増大か ら国道 には跨線橋(昭

和跨線橋)が 設置 され、市道及び国鉄線 には雄別鉄道側

に立体交叉橋 が設置 された。

仁 々志別橋 梁跡 は鳥取側線同様、歩道橋 として利用さ

れていたが、道道 の整備 に伴って撤去、現在平成橋(平

成8年 完成)が 架 設されている。そこか ら立体交叉橋跡

まで は道道釧路環状線 ・同釧路西港線 となってい る。

(5)水面貯木線

昭和41(1966)年 水面貯木場の完成に伴 い、市か ら管

理委託 されて運行 した。雄別鉄道廃止後 は、 同鉄道の施

設ではないこ とか ら線路等はその ままとされていたが、

昭和52(1977)年 までに撤去、現在旭バイパ スや町道 と

なってい る。 また、旧運河 に本線 と平行 して橋梁が架設

されていたが、廃止後は道路橋 として利用 されてお り、

公園整備 に伴い本線同様撤去 された。

4.残 された施設

雄別鉄道だけではないが、 もともと鉄道関係 の施設は

限 られてお り、鉄道廃ILか ら28年 あま りが経過 し、郊外

も市街地化が進 んだ結果、現在残 された施設や車両等は

非常に少ない。

さて、表3の 順 にみてみる。釧路駅構内 に残 されてい

る旧乗降口は、雄別線のホーム(6番 線)へ の地 ド道が

完成 した昭和43(1968)年9月 に設置 されている。従来、

このホーム と当時の国鉄線ホームの間は木造の跨線橋 に

よって連絡 していた。現在 ホームは撤去 されてい るが、

通行不可 ではあ る ものの ホームへの階段 は残 され てい

る。

新釧路 駅の駅名標 は釧路製作 所㈱敷地 内に移設 され

た。同社は雄別炭確鉄道㈱の子会社 として昭和31(1956)

年に設立、炭砿 の機械修理 を請け負 った。親会社倒産後

は独立 し、現在橋梁 メー カー となっている。駅名標はそ

の後塗 り直されいる。駅舎の中で唯一残 されてい るのが

山花駅で、現在一般住宅 として使われている。

埠頭線では、釧路川橋梁がJRの 新釧路川橋梁 と並ぶ

形で残 されている。太平洋戦争 さなかに建設工事が進め

られていたが、昭和20年7月 の空襲の際には鉄桁が破壊

される被害を受 けている。 この時の機銃弾の跡が現在 も

残 されてお り、戦争 に関す る遺跡 ともなってい る。

鶴野線については、市道 と国鉄線を跨 いでいた立体交

叉橋の橋台 と橋脚が、 まるで将棋のコマを立て並べた よ

うな姿で残 されている。1司線廃止後はそれぞれ2基 あっ

たが、現在は市道側(北 側)の 橋台1基 が撤去 されてい

る。

さて、車両については釧路市内には2両 が残 されてい

る。蒸気機関車は国鉄製で、北海道拓殖鉄道 に払い下げ

られた後、 昭和32(1957)年 に雄別鉄道が譲 り受 けた。

本線で使用 され、同41(1966)年8月 に廃車 となってか

らその まま保管 されていた。同44(1969)年 末 に東京の

ノーベル書房に売却 されることにな り、釧路製作所で車

両の復元作業 を行ったが、鉄道廃止後移送費等の 問題か

らノーベル書房が買い取 り不可能 となったため、釧路製

作所がその まま引 き取 り、 同社敷地内に保管 している。

表 一3遺 跡一覧

Nα 路線名 名 称 所在地 ・所有者 備 考

1 本 線 釧路駅IHホ ーム乗 降口 若松町JR釧 路駅構内 昭和43年 架設

2 本 線 新釧路駅駅名標 川北町9番19号 釧路製作所釧路工場

3 本 線 山花駅駅舎 山花14線 一般住宅 として使用

4 埠頭線 釧路川橋梁 新富十1丁 目 ・宝町

5 鶴野線 立体交叉橋橋 台 ・橋脚 西港1丁 口

6 本 線 蒸気機関車 川北町9番19号 釧路製作所釧路工場 車両番号8722明 治45年 製造

7 本 線 客車 中園町12番1号 福田商店 車両番号 ナハ12昭 和12年6月 製造

8 雄鉄観光バス釧路営業所車庫 川北町7番18号 釧路市車両整備工場 現在 、左記 の施設 として使用
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路線名
一 ① 本線

一 ② 埠頭線

… 一 ③ 副港線

一… ④ 鶴野線

… ・⑤ 鳥取側線

… ・ ⑥ 水面貯木線

駅名
1

2

3

4

5

6

釧路駅

新釧路駅
中園駅
雄鉄昭和駅
北園駅
鶴野駅

施設 ・車両

ア

イ

ウ

エ
オ

カ

キ

釧路駅乗降口

新釧路駅駅名標
釧路川橋梁
立体交又橋橋脚 ・橋台

蒸気機関車
客車
雄鉄バス車庫



1

釧路の鉄道遺跡(D

もう1両 はボギー客卓 ナハ12で 、昭和12(1937>年6

月[本 巾輌東京 支店製、 同25(1950)年3月 に国鉄 か ら

雄別鉄 道 に払 い ドげ されて いる。1司27(1952)年 に改造

を行 い、前後の運転 台 を撤去 、長手腰 掛 を設潰 した。

本線混 合列 申:に使用 され、 デ ィーゼ ル化 後は2色 塗装

され てその トレー ラー と して最後 まで利用 された,,鉄 道

廃止後 は、台卓等が取 り外 され た一ヒ部巾体 を市 内の福 田

商店が 買いll又り、 さ らに座席 を取 り外 した一ヒで2階 建 て

の家屋の屋一ヒに固定 している。塗装 の塗 り替 えは して い

るものの、 長年 の瓜 雨等 に よ り風化 が進 んで きてい る、、

とは 言え、雄別鉄道 を最 も身近 に感 じる ことが で きるも

の と言えよ う,、

この ほか、新釧路駅 に隣接 して いた雄鉄 バ ス釧路 営業

所 の巾庫が現 在、釧路 市車両整 備工場 として使用 されて

いる。

5.お わ りに

石炭を輸送するために敷設 された雄別鉄道、釧路市内

では通勤 ・通学の足 として も利用されていたが、石炭 と

いう最大の 「客」が失われた1時、路線を存続 させるだけ

の居住人「1をこの鉄道は持たなかった,,今llll、釧路市域

に限ってみてきたが、阿寒町域ではかつての阿寒駅か ら

雄別炭lil駅の問で線路の築堤や橋梁が残 されていた り、

雄別炭山駅跡では雑草の中に埋もれているホームを見つ

けることもできる。 しかし、自然への回帰は確実に進ん

新釧路駅跡

雄鉄昭和1駅跡

でいる現状である。

客車を購入した福田商店は阿寒町占潭で開業、商品の

仕人れを釧路市内で行 う際に雄別鉄道を利月Jしていた、、

鉄道廃止後、現在地に移転 したが、売却の話のあったこ

の客車を購入したのは、当II寺の生活 を支えた鉄道への感

謝の気持ちを表したいとの思いか らであった。 ここに鉄

道に対する人々の熱い思いを感 じざるを得ない,,

鉄道の概 要については、多くを 「雄別炭艦鉄道」(大

谷)か ら引用 した。また、雄別鉄道関係者には聞き取 り

調査に大変なご協力をいただいた。記 してお礼Llユし上げ

る。
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1日山花駅
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戸皿 恭司

雄鉄線通

釧路駅旧ホーム乗降口

立体交叉橋橋台 ・橋脚

客 車

椰 弩麟 駕溺朝

道道釧路阿寒自転車道線

釧路川橋梁

新釧路駅駅名標 ・蒸気機関車

雄鉄ハス車庫
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